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第1章 序論 

























































































であることを確認した。さらに、格子点数約 2 億点のF1 モデル周りの流れ場に対して圧縮を実行し、データ品
質を保ちつつデータサイズを元データの 5%未満に小さくできることを示した。最後にデータ圧縮と流体シミュ
レーションの統合を図り、ボルテックスジェネレーター周りの流れ場のシミュレーションを実行した。壁面乱流
モデルにより流れ場が実験結果を定性的に再現すること、またデータ圧縮プロセスがメインの流体シミュレーシ
ョンに悪影響を与えることなくデータサイズを効率的に小さくできることが示された。 
 
 
第5章 結論 
 本研究では直交格子法をベースとした流体解析手法の実用的な利用に向けて、乱流再現のための壁面モデルと、
大規模データに対応するためのデータ圧縮手法について開発と検証を行った。 
 第2章では、直交格子上での乱流再現のための壁面モデルを提案し、その有効性を検証した。各種検証問題を
通じて、定常解析と非定常解析の双方において平均量および乱流統計量が再現できることを示した。 
 第3章では、直交格子積み上げ法の特徴を活かして画像符号化技法を中心としたデータ圧縮手法を構築し、そ
の有効性を検証した。時系列データに対して、各種統計量において元データと遜色の無いデータ品質を保持しつ
つ、データサイズを元データの10%未満に小さくできることを示した。 
 第4章では、新たな画像符号化技法を導入してデータ圧縮手法を改善するとともに、流体シミュレーションと
の統合を図った。検証を通じて、時間領域の相関を用いることなくデータ圧縮率を向上したほか、流体シミュレ
ーションとの統合からは大規模シミュレーションを効率的に実行できる可能性を示した。 
 
 
 
